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ニッケルは金属としての単価が安く、有機合成反応における触媒としての価値は高い。今回

我々は簡単に合成でき、構造が単純かつ安定で、容易に活性種を発生することのできる新規ニッ

ケル(II)錯体を合成、単離し、その構造を決定することに成功した。またこれらを触媒としてい

くつかの交差カップリング反応に適用した。 
かさ高くσドナー性の強い N-heterocyclic carbene (NHC)をニッケル上の配位子に選び、さらに

トリフェニルホスフィンが配位した新規ニッケル錯体を合成することに成功した(Figure 1)。これ

らは、NMR、IR、単結晶 X 線構造解析によってその構造を明らかにすることができた。また、

アリールハライドを用いるケトンのα-アリール化反応(Scheme 1)や Grignard カップリング反応な

どの交差カップリング反応の触媒として有効であることがわかった。この分子触媒は、NHC が 2
分子配位した錯体よりも低温で高活性を示したため、基質と反応する際にホスフィンを１分子放

出し、活性種を発生すると考えられる。 
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